
（
福
田
議
員
）

今
度
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
、
市
長

は
、
「
市
か
ら
の
情
報
が
十
分
に
届
い

て
い
な
か
っ
た
。
間
違
っ
た
情
報
に
よ

る
も
の
」
と
の
見
方
を
示
し
て
お
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
事
の
本
質
を
隠
し
矮
小

化
し
た
市
長
の
ご
ま
か
し
。
市
民
利
益

と
矛
盾
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を
認
め

る
べ
き
。

（
佐
藤
市
長
）

根
拠
の
な
い
不
正
確
な
情
報
に
よ
り
、

本
質
が
隠
さ
れ
た
。
積
極
的
に
市
民
説

明
を
行
う
。

（
福
田
議
員
）

事
業
の
リ
ア
ル
な
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
肝
要
。
建
設
費
４
５

８
億
円
以
外
の
関
連
事
業
費
、
毎
年

発
生
し
て
く
る
財
政
負
担
は
ど
れ
く

ら
い
か
？

（
田
辺
建
設
部
長
）

関
連
事
業
費
と
し
て
は
、
魅
力
あ
る

施
設
整
備
を
行
う
た
め
、
駅
前
広
場
の

作
り
こ
み
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
検

討
を
す
す
め
る
。
車
両
や
施
設
等
の
維

持
管
理
費
を
「
約
９
０
０
０
万
円
」
と

算
定
し
、
う
つ
の
み
や
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

株
式
会
社
か
ら
の
施
設
使
用
料
に
よ
り

全
額
ま
か
な
う
。

（
福
田
議
員
）

膨
大
な
公
共
施
設
を
維
持
す
る
の
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
中
、
４
５
８
億
円

相
当
の
固
定
資
産
を
あ
ら
た
に
抱
え
る

こ
と
に
な
る
。
民
間
事
業
な
ら
ば
当
然

計
上
さ
れ
る
減
価
償
却
費
に
あ
た
る
費

用
は
、
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
か
。

（
田
辺
建
設
部
長
）

長
期
に
わ
た
っ
て
は
将
来
的
に
大
規

模
な
改
修
も
想
定
さ
れ
る
。
毎
年
の
使

用
料
の
見
直
し
も
想
定
さ
れ
る
。
現
時

点
で
は
、
通
常
の
維
持
管
理
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
将
来
的
に
見
直
し
も
あ
り

う
る
。

（
吉
田
副
市
長
）

新
し
い
改
革
が
必
要
。
投
下
し
た
資

本
を
回
収
す
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い

の
が
公
共
事
業
。
数
十
年
後
に
更
新
が

必
要
に
な
れ
ば
、
再
度
議
論
さ
れ
る
も

の
。

（
佐
藤
市
長
）

不
確
実
な
ビ
ラ
等
で
市
民
が
ま
ど
わ

さ
れ
た
。
（
着
工
が
）
遅
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
の
間
を
利
用
し
て
、
て

い
ね
い
に
説
明
し
て
い
く
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は

死
に
も
の
ぐ
る
い
で
推
進
す
る
。

（
福
田
議
員
）

市
は
、
全
体
計
画
も
総
額
も
未
だ
示

せ
て
い
な
い
。
西
側
計
画
に
つ
い
て
、

Ｈ
１
５
年
に
公
表
し
た
１
１
０
億
円
の

ま
ま
。
吉
田
副
市
長
は
、
市
民
オ
ン
ブ

ズ
パ
ー
ス
ン
の
開
い
た
シ
ン
ポ
（
１
２

／
４
）
の
中
で
、
９
０
億
円
と
も
発
言
。

ま
た
選
挙
中
に
は
、
市
長
は
“
大
谷
ま

で
延
伸
”
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
無
責
任
な
発
言
や
、
東
側
事
業
費
が

当
初
の
１
．
７
倍
に
ふ
く
ら
ん
だ
こ
と

等
か
ら
推
測
す
れ
ば
（
総
事
業
費
が
１

０
０
０
億
円
を
超
え
る
と
の
見
解
は
）

常
識
の
範
囲
だ
。
「
誤
っ
た
情
報
」
と

い
う
根
拠
も
な
い
。
わ
ず
か
１
週
間
、

立
候
補
を
表
明
し
て
約
２
ヶ
月
と
い
う

市
長
選
の
中
で
、
民
意
が
く
つ
が
え
っ

た
と
か
、
し
か
も
誤
っ
た
情
報
に
よ
る

も
の
と
す
る
見
方
は
事
の
本
質
を
矮
小

化
し
、
市
民
を
愚
弄
す
る
も
の
。

（
手
塚
総
合
政
策
部
長
）

西
側
計
画
に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら

来
年
度
に
か
け
て
調
査
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
来
年
度
に
は
示
し
て
い
き
た
い
。

（
西
側
計
画
の
事
業
費
９
０
億
・
１
１

０
億
・
大
谷
延
伸
に
つ
い
て
は
答
弁
な

し
）最

後
に
福
田
議
員
は
、
「
今
度
の
選

挙
は
、
こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
意
思

表
示
の
場
が
な
か
っ
た
市
民
が
、
そ
の

機
会
を
得
た
。
」
と
指
摘
。
そ
れ
が
出

口
調
査
の
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

上
で
「
あ
ら
た
め
て
、
住
民
投
票
で
市

民
合
意
を
確
認
す
る
べ
き
だ
。
そ
れ
ま

で
は
着
工
延
期
と
す
べ
き
だ
」
と
求
め

ま
し
た
。
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市議員団ホームページ 「日本共産党宇都宮市議員団」で検索

12月定例市議会が開かれています。日本共産党からは、12月15日
福田くみ子議員が一般質問に立ちました。今回の民報では、市長の政
治姿勢の項から、市長選挙とＬＲＴについて、論点の一部をダイジェスト
でご紹介します。

市
長
選
挙
後
の
は
じ
め
て
の
定
例
会

で
も
あ
り
、
選
挙
結
果
に
つ
い
て
の

見
解
を
求
め
る
質
問
が
き
わ
立
ち
ま

し
た
。
特
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
の
市
長
支

持
の
議
員
は
こ
ぞ
っ
て
市
長
を
激
励

し
も
ち
あ
げ
、
新
人
の
金
子
と
お
る

氏
が
僅
差
ま
で
追
い
上
げ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
根
拠
の
な
い
情
報
・
誤
っ

た
情
報
・
デ
マ
情
報
に
市
民
が
混
乱

さ
せ
ら
れ
た
結
果
と
す
る
発
言
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

「
市
民
利
益
と
矛
盾
し
た

事
業
」
と
市
民
は
審
判

事
業
の
リ
ア
ル
な

実
態
は
？

減
価
償
却
費
は
？

将
来
的
な
大
規
模
改
修
や
更
新
は

税
金
で
ま
か
な
う
こ
と
に
。

減価償却費？

使用または時間の経過による固定資産

（土地は除く）の価値の減少を、決算期

ごとに一定の方法により費用として算入

すること。（大辞林 第三版）

◎民間事業であれば、通常、製品やサー

ビスの価値に含めて回収し、修繕や更

新の費用にあてられる。

市
民
は

ち
ゃ
ん
と
見
て
い
る

不
正
確
情
報
発
信
は

む
し
ろ
市
長
側

住
民
投
票
で
市
民
合
意

確
認
は
市
長
の
責
任

関
連
事
業
費
ど
れ
だ
け
膨
ら
む
？

維
持
管
理
は
、
年
に
９
千
万
円

で
す
む
の
？

ＬＲＴＮＯ！６２％ときちんと向き合うべき！！

≪選挙結果≫

佐藤栄一氏 ８９,８４０票

金子 達氏 ８３,６３４票

【出口調査】

ＬＲＴ賛成 ３５％ ３８％

ＬＲＴ反対 ５４％ ６２％

（下野新聞社） （ＮＨＫ）



定
例
市
議
会
に
は
、
２
９
年
度

か
ら
５
年
間
の
河
内
図
書
館
の

「
指
定
管
理
者
の
指
定
」
が
議

案
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

「
河
内
図
書
館
の
指
定
管
理
者

制
度
導
入
を
見
直
し
、
直
営
に

戻
す
措
置
を
求
め
る
」
陳
情
が
、

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
６
日

行
わ
れ
た
文
教
・
消
防
・
水
道

常
任
委
員
会
で
は
、
議
案
に
つ

い
て
は
全
会
一
致
で
可
決
、
陳

情
は
全
会
一
致
で
不
採
択
と
な
っ

て
い
ま
す
。
２
６
日
の
本
会
議

で
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
議
案
に
は
反

対
、
陳
情
に
は
賛
成
で
す
。

提
案
さ
れ
た
指
定
管
理
者
は
３

社
の
合
同
事
業
体(

大
高
商
事
・

紀
伊
国
屋
書
店
・
藤
井
産
業)

で

５
年
間
で
２
億
４
，
１
０
８
万

５
千
円
、
年
平
均
で
約
４
，
８

２
１
万
円
で
す
。

本
市
で
は
現
在
５
館
の
市
立
図

書
館
の
う
ち
、
南
図
書
館
と
河

内
図
書
館
に
指
定
管
理
制
度
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
行
革
の

手
段
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の

で
、
コ
ス
ト
の
削
減
が
強
く
求

め
ら
れ
ま
す
。
事
業
者
も
３
年

か
ら
５
年
が
契
約
期
間
で
長
期

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
運
営
が

困
難
と
な
り
ま
す
。

図
書
館
は
、
自
治
体
内
の
図
書

館
と
の
一
元
的
な
管
理
運
営
、

他
の
自
治
体
図
書
館
と
の
連
携

協
力
を
前
提
と
し
た
事
業
で
す
。

ま
た
、
競
争
と
は
無
縁
の
「
地

域
の
知
の
拠
点
」
と
し
て
の
公

共
施
設
と
し
て
守
る
べ
き
事
業

と
言
え
ま
す
。

高
い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
図

書
館
司
書
は
、
そ
の
経
験
の
蓄

積
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
る
も
の

で
、
雇
用
期
間
が
限
定
せ
ざ
る

を
得
な
い
不
安
定
雇
用
の
も
と

で
は
、
専
門
性
の
蓄
積
も
で
き

ま
せ
ん
。

河
内
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
後
の
約
二
年
半
の
退
職

者
数
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
検

証
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

文
部
科
学
省
で
は
、
指
定
管
理

者
制
度
よ
り
も
は
る
か
に
民
間

事
業
者
の
裁
量
が
『
広
い
公
共

施
設
の
運
営
権
』
の
導
入
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
後
退
を
許
さ
ず
、
地
域

の
知
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
と
、

身
近
に
使
い
や
す
い
図
書
館
を

守
る
た
め
に
は
、
指
定
管
理
者

制
度
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
ま

す
。

日本共産党宇都宮市議員団

定例無料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 ２月11日（土）いずれも

３月11日（土）午後２時～４時

◇会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

※１月の相談会は休ませていただきます。

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。お急ぎの方はいつで

もご連絡ください。

日
本
共
産
党
栃
木
県
委
員

会
は
、
１
２
月
５
日
と
１
２

日
に
記
者
会
見
を
行
い
、
次

期
衆
議
院
選
挙
に
つ
い
て
、

県
内
全
て
の
５
小
選
挙
区
に

候
補
者
を
擁
立
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。

小
林
年
治
県
委
員
長
は
、

記
者
会
見
で
、
「
い
ず
れ
の

候
補
者
も
国
政
選
挙
の
経
験

が
あ
り
、
政
策
・
論
戦
で
は

即
戦
力
と
な
る
。
い
つ
、
解

散
に
な
っ
て
も
候
補
者
を
先

頭
に
た
た
か
う
準
備
が
で
き

た
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

小
選
挙
区
で
の
野
党
共
闘

に
つ
い
て
は
、
中
央
段
階
で

の
選
挙
協
力
合
意
を
受
け
て
、

地
域
政
策
を
豊
か
に
す
る
協

議
を
行
う
考
え
を
示
し
ま
し

た
。

第
１
区
『
宇
都
宮
市
（
旧

宇
都
宮
市
）
・
下
野
市
（
旧

南
河
内
町
）
・
上
三
川
町
』

に
は
、
党
役
員
の
青
木
ひ
ろ

し
氏
が
立
候
補
を
決
意
し
ま

し
た
。

青
木
ひ
ろ
し
氏
は
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
承
認
や
カ
ジ
ノ
法
案
な

ど
悪
法
の
強
行
を
く
り
返
す

安
倍
暴
走
政
治
に
対
し
、
こ

の
１
区
か
ら
明
白
な
審
判
を

下
す
た
め
に
全
力
を
上
げ
た

い
。
国
が
許
可
権
限
を
持
つ

宇
都
宮
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て

も
計
画
撤
回
の
た
め
に
、
先

の
市
長
選
で
示
さ
れ
た
市
民

の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
て
が
ん
ば
っ
て
ゆ
く
」
と

の
決
意
を
示
し
ま
し
た
。
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衆院選

青木ひろし氏

城西大学理学部数学科卒、１９

９６年衆院栃木４区立候補。現

在、中部地区常任委員、党１区

国政対策委員長。

い
つ
、
解
散
で
も

闘
う
準
備
は
で
き
た

安
倍
政
権
悪
政
へ
の

審
判
、
宇
都
宮
か
ら

河
内
図
書
館

指
定
管
理
問
題

も
と
も
と
コ
ス
ト
削
減

が
ね
ら
い
の

指
定
管
理
者
制
度

司
書
の
専
門
性
は

安
定
雇
用
で
こ
そ

培
わ
れ
る

国
で
は
、
文
教
施
設
の

運
営
権
の
導
入
を
検
討


